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理学療法士国家試験受験資格教員が過去の国家試験の傾向を調べてつくる学内模試などで学生の不得意分野を見つけ、その

不得意分野に対して教員たちが分担して講義を行ったり、学生同士で教え合いながら「全員で合

格するんだ」という高いモチベーションで試験に臨みます。

本学科では、ディプロマ・ポリシー、並びにカリキュラム・ポリ

シーで定めた教育を受けるために、以下に掲げる基礎的な知

識・学力、並びに本学科の教育特色に則した意欲と目的意識

を備えた人材を求めています。

(１)  高等学校、並びに高等学校に準ずる機関における教育課

程を幅広く習得している。

(２) 複雑で多様な社会の事象に関心を持ち、価値観の異な

る他者に対して誠意ある態度でコミュニケーションを図り、共

に働く意欲がある。

(３) 理学療法士を目指し、そのための知識・技術の修得に十

分な意欲がある。

(４)  高等学校までの履修科目のうち、「理数系の科目」で得

た知識を活用して、論理的に考えるための基礎的能力を有し

ている。

(５) ものごとに対し、責任感をもって誠実に行動できる。

(６)医療職を目指す者として、他者を思いやり受け入れる心構

えがある。

建学の精神である『自立と共生』を理念として、広い視野をもっ

て、多くの人と協調しながら、自らが主体となって保健・医療の専

門職として社会に貢献できる人を育成することを教育目標とし

ます。本学部では以下の能力を身につけた者に「学士（理学療法

学、作業療法学、臨床検査学、看護学）」の学位を授与します。

(１) 専門職として、高い倫理観を備え、他者に対し思いやりを

もち、責任ある行動ができる【態度・志向性】

(２) 高いコミュニケーション能力をもち、協調して行動できる

【態度・志向性、汎用的技能】

(３) 専門職として必要とされる基本的な知識・技術を修得

し、現場で活用できる【知識・理解】

(４) 携わる分野に興味・関心をもち、問題解決のために自ら

行動することができる【汎用的技能、総合的な学習体験と創

造的思考力】

(５) 自らの能力を高める努力を惜しまず、新たな課題にチャ

レンジすることができる【態度・志向性、総合的な学習体験と

創造的思考力】

ディプロマ・ポリシーを実現するために、理学療法学科では以

下のようなカリキュラムを構成しています。

(１) 初年次教育・教養教育：大学での学びの姿勢、学修に必

要な基本的スキル、保健・医療の専門職として必要な基礎的

知識を幅広く修得する。

(２) 専門教育：理学療法士学校養成指定規則にそって、医学

の基礎分野から理学療法の基礎・専門分野まで、講義・演習・

実習をとおして段階的に学修する。より発展的な理学療法の

考え方や治療技術にも触れ、実践力を高め、創造性を養う。

(３) キャリア教育：初年度より、学外見学・実習を段階的に行

い、理学療法士として働く上で必要な実践能力を修得する。ま

た、協同して学修する科目をとおして、コミュニケーション能

力や能動的に問題を解決する能力を高める。

アドミッション・ポリシー ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー

物 理 療 法 実 習 室 水 治 療 法 実 習 室理 学 療 法 実 習 室
歩行分析用カメラと徒手療法ズームアップカ

メラを設置した充実した実習施設です。

水治療法を行うプールを完備。水の浮力や抵

抗を利用して機能回復などを行う施設です。

ノルウェーで開発された治療機器「スリング」

を多数設置しています。

スポーツマネジメント研究所運 動 学 実 習 室
3 次 元 動 作 解 析 装 置 ( モ ー ションキャプ

チャー)などを備え、運動・動作分析の研究に

使用されます。

人体に関する各種データの収集・解析を行う

研究機関です。

（全国平均87.7％）94.1%

P H Y S I C A L T HE R A P Y D E PA R T ME N T

テーピ ングスキル
再発予防や姿勢安定化など、医療からスポーツ分野まで幅

広く使用されているテーピング理論やスキルを学びます。

教員から、理論と治療法のレクチャーを受け、学生同士が

ペアになり、その目的や技術、実際に患者さんにテーピン

グを実施するときの注意点などを、実践的に身につけなが

ら、知識とスキルの定着をはかります。

今は、1・2年次に学んだ運動学や解剖学の知識

がベースにあるので、理論的にテーピングをま

くことができています。高校の時は、独学でまい

ていましたが、受講してから奥の深さを感じてい

ます。自信を持てるまで、授業でくり返し練習を

して、自分のスキルにしたいと思っています。

CURRICULUM

充 実した学 び の 環 境

学 科全 体 で 取り組む国 家 試 験 対 策 目指 せる資格

理学療法学科 3年／三重県立 木本高校 出身杉坂 朋美

●印は選択科目、それ以外は必修科目　2018年度実績／（ ）内の数字は単位数です。

理 学 療 法 学 科

PICK UP 授 業

2 017年度国家試験現役合格率

1 年 次 3 年 次2 年 次 4 年 次

●新・文明の旅特講a(2)/b(2)

●新・文明の旅総合講義(2)

人間共生論(2) ●地球環境論Ⅰ(2)/Ⅱ(2)

大学特別科目

科学的思考の
基盤・人間と生活

人体の構造と機能
及び心身の発達

疾病と障害の成り立ち
及び回復過程の促進

保健医療福祉と
リハビリテーションの

理念

学部共通留学関係

心理学概論(2)
生物学(2)
化学(2)
物理学(2)
英語Ⅰ(1)/Ⅱ(1)
スタディスキル(1)

解剖学Ⅰ(2)/Ⅱ(1)/Ⅲ(1)/Ⅳ(1)
生理学ⅠA(1)/ⅠB(1)/Ⅱ(1)

生化学(1)
運動学Ⅰ(1)

生理学実習(1)
運動学Ⅱ(1)

人間発達学(1)
解剖学実習(1)

病理学(1)
臨床医学小児科(1)　
リハビリテーション医学（1） 
臨床医学内科Ⅰ(1)/Ⅱ(1)
臨床医学整形外科Ⅰ(1)/Ⅱ(1)
臨床医学精神科Ⅰ(1)

臨床医学神経内科Ⅰ(1)/Ⅱ(1)
臨床心理学(1)

感染・消毒(1)
栄養学(1)
●社会福祉概論(1)

リハビリテーション概論(1)
公衆衛生学(1)

医療リスクマネジメント(1) チーム医療論Ⅰ(1)

薬理学(1)
Basic Life Support Ⅱ(1)

Basic Life Support Ⅰ(1)

情報科学(2)
人間関係論(2)
●人間関係論実習(1)
●保健体育学(2)
●保健体育実習(1)

統計学(2) 生命科学（生命倫理）(2) ●医療経済学(1)

●海外短期フィールドワークⅠ(北米)(2) ●海外短期フィールドワークⅡ(アジア)(2)

●海外個人フィールドワーク（英語）Ⅰa(2)/Ⅰb(2)/Ⅱa(2)/ Ⅱb(2)
●海外個人フィールドワーク（日本語）Ⅰa(2)/Ⅰb(2)/Ⅱa(2)/ Ⅱb(2)

●海外セメスター語学研修Ⅰ(4)/Ⅱ(4)
●海外語学（英語）研修Ⅰ(2)/Ⅱ(2)

●海外語学（該当英語外）研修Ⅰ(2)/Ⅱ(2)
●海外語学（中国語）研修Ⅰ(2)/Ⅱ(2)

基礎理学療法学

理学療法評価学

理学療法治療学

地域理学療法学

臨床実習

理学療法学概論(1)
理学療法学概論演習(1)
運動解剖学(1)

筋機能学(1)
病態運動学(1)

身体適応科学(1)
臨床運動学(1)

理学療法管理学(1)
Evidence Based Physical Therapy(1)

機能診断技術学Ⅱ(1)
機能診断技術学実習Ⅰ(1)/Ⅱ(1)
クリニカルアセスメント(1)

運動器系理学療法学(1)
中枢神経系理学療法学(1)
物理療法学(1)
物理療法学実習(1)
理学療法ゼミナールⅡ(1)
日常生活活動学(1)
日常生活活動学実習(1)

運動療法学総論(1)
運動療法学基礎実習(1)
理学療法ゼミナールⅠ(1) 

運動器系理学療法学実習(1)
呼吸・循環・代謝系理学療法学(1)
呼吸・循環・代謝系理学療法学実習(1)
義肢装具学(1)
義肢装具学実習(1)
理学療法インテグレーションⅠ(1)
中枢神経系理学療法学実習(1)
こどもの理学療法学(1)
理学療法ゼミナールⅢ(1)
臨床バイオメカニクス(1)
●テーピングスキル(1)
●スリングセラピースキル(1)
●インソールスキル(1)
●スポーツ理学療法学(1)

地域理学療法学(1)
地域理学療法学演習(1)
バリアフリー(1)

総合評価学実習 Ⅱ(4)総合評価学実習Ⅰ(2) 総合臨床実習Ⅰ(6)/Ⅱ(6)

理学療法インテグレーションⅡ(１)
理学療法ゼミナールⅣ(1)
●ワーキングヘルスケア(1)
●口腔理学療法学(1)
●ウーマンズヘルスケア(1)
●徒手治療技術演習(1)
●高齢者リハビリテーション学(1)
●理学療法特論(1)
卒業研究(4)

Community Based Rehabilitation (1)

画像評価学(1)機能診断技術学Ⅰ(1)
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野
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文京学院大学 保健医療技術学部 理学療法学科 カリキュラムマップ 

専門分野 専門基礎分野 基礎分野 

３
年
次

４
年
次

 Evidence Based  
   Physical Therapy 

 理学療法インテグ 
 レーションⅡ 

 卒業研究 

２
年
次

１
年
次

  人間共生論 
  地球環境論Ⅰ 
  地球環境論Ⅱ 

  情報科学 
 スタディスキル 

  英語Ⅰ 
  英語Ⅱ 

  新・文明の旅特講ａ 

  新・文明の旅特講ｂ 

新・文明の旅総合講義 

 海外短期フィールド 
   ワークⅠ（北米） 

病理学 
リハビリテーション医学 
臨床医学内科Ⅰ 
臨床医学内科Ⅱ 
臨床医学整形外科Ⅰ 
臨床医学整形外科Ⅱ 
臨床医学神経内科Ⅰ 
臨床医学神経内科Ⅱ 
臨床医学小児科 
臨床医学精神科Ⅰ 
臨床心理学 
薬理学 

感染・消毒 
栄養学 
社会福祉概論 

Basic Life SupportⅡ 

医療リスクマネジメント 

  機能診断技術学Ⅰ 

  機能診断技術学Ⅱ 
  機能診断技術学実習Ⅰ 
  機能診断技術学実習Ⅱ 

臨床運動学 
クリニカルアセスメント 
身体適応科学 
画像評価学 

病態運動学 

運動療法学総論 
運動療法学基礎実習 

運動器系理学療法学 
運動器系理学療法学実習 
中枢神経系理学療法学 
物理療法学 
物理療法学実習 
日常生活活動学 
日常生活活動学実習 

理学療法管理学 
口腔理学療法学 
徒手治療技術演習 
ワーキングヘルスケア 
ウーマンズヘルスケア 
高齢者リハビリテーション学 
理学療法特論 
Community Based Rehabilitation 

呼吸・循環・代謝系理学療法学 
呼吸・循環・代謝系理学療法学実習 
こどもの理学療法学 
義肢装具学 
義肢装具学実習 
中枢神経系理学療法学実習 
臨床バイオメカニクス 
テーピングスキル 
スリングセラピースキル 
インソールスキル 
スポーツ理学療法学 
地域理学療法学 
地域理学療法学演習 
バリアフリー 

総合評価学実習Ⅰ 

総合評価学実習Ⅱ 

総合臨床実習Ⅰ 
総合臨床実習Ⅱ 

リハビリテーション概論 
公衆衛生学 

  理学療法学概論 
  理学療法学概論演習 

2017 

  統計学 
  人間関係論実習 

  心理学概論 
  物理学 
  化 学 
  生物学 
  生命科学（生命倫理） 
  保健体育学 
  保健体育実習 
  医療経済学 
  人間関係論 

  海外短期フィールド 
   ワークⅡ（アジア） 

Basic Life SupportⅠ 

チーム医療論Ⅰ 

 理学療法インテグ 
 レーションⅠ 

解剖学Ⅰ 
解剖学Ⅱ 
解剖学Ⅲ 
解剖学Ⅳ 
生理学ⅠA 
生理学ⅠB 
生理学Ⅱ 
運動学Ⅰ 
生化学 

解剖学実習 
生理学実習 
運動学Ⅱ 
人間発達学 

運動解剖学 

筋機能学 

理学療法 
  ゼミナールⅡ 

理学療法 
  ゼミナールⅠ 

理学療法 
  ゼミナールⅢ 

理学療法 
  ゼミナールⅣ 

  海外個人フィールドワーク 
  （日本語）Ⅰa 

海外個人フィールドワーク 
  （日本語）Ⅰb 

海外個人フィールドワーク 
  （日本語）Ⅱa 

海外個人フィールドワーク 
  （日本語）Ⅱb 

海外個人フィールドワーク 
 （英語）Ⅰa 

海外個人フィールドワーク 
 （英語）Ⅰb 

海外個人フィールドワーク 
  （英語）Ⅱa 

海外個人フィールドワーク 
  （英語）Ⅱb 

海外セメスター語学研修Ⅰ 
海外セメスター語学研修Ⅱ 
 海外語学（英語）研修Ⅰ 
 海外語学（英語）研修Ⅱ 
 海外語学（該当英語外） 

   研修Ⅰ 
 海外語学（当該英語外） 

  修Ⅱ 
 海外語学（中国語）研修Ⅰ 
 海外語学（中国語）研修Ⅱ 
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